
 

令和４年度 
 

第 5 回 立木資格付一般競争入札 の ご 案 内 
 

【入札者注意書並びに物件内訳書】 
 

    立木資格付一般競争入札を下記のとおり行いますので、別添の入札者注意書 

を参照のうえ、入札にご参加ください。 

 

      入札年月日   令和４年 9 月２2 日（木曜日） 

       入 札 場 所        津軽森林管理署  会議室 

       締切・開札時間   午後 2 時３０分  締切り、即時開札 

       入 札 方 法        資格付一般競争入札 

       売払物件数   １５件 

       入 札 公 告   津軽森林管理署掲示板及びホームページに掲載 
http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/tugaru/koubai/ryuuboku_koubai.html 

         住 所                     
         〒036-8101                  ＴＥＬ ０１７２－２７－２８００ 
         青森県弘前市大字豊田 2 丁目２－４            ＦＡＸ ０１７２－２７－０７３３ 

         東北森林管理局  津軽森林管理署           ＩＰ  ０５０－３１６０－５８７０ 

 



立 木 公 売 の 公 告 

（ 第 ５ 回 ） 

 

【資格付き一般競争入札】 

１． 入札及び開札の日時  

令和４年９月 22 日（木曜日）午後２時 10 分受付開始 

午後２時 30 分締切 即時開札 

 

２．入札及び開札の場所 津軽森林管理署 会議室 

 

３．現地案内   

別紙現地案内のとおり。 

なお現地案内を希望される方は、別紙「現地案内要望書」に必要事項

を記入し、FAX 等で津軽森林管理署へご提出ください。（令和４年９月２

日（金曜日）午後４時必着） 

 

４．公売物件 

（１）物件所在地、種類、樹種、数量、売払番号、搬出期間等については、

別紙公売物件一覧表（立木）及び公売物件明細書（立木）のとおりです。 

（２）各物件の林齢は内部記録に基づき参考として表示したものであり、実

際の林齢とは必ずしも合致しない場合もありますのでご承知おき下さ

い。 

（３）引渡期間は代金納入の日又は延納担保提供の日から起算して 15 日以

内とします。 

 

５．郵便入札 

（１）郵便入札によるときは、封筒を二重に使用し、内封筒には入札書、外

封筒には資格付一般競争参加資格決定通知書の写し又は最寄りの森林

管理局長発行の入札参加資格証明書を入れ、書留郵便により入札前日の

午後５時 00 分までに必着とします。指定日時までに到着しない場合は

無効となります。 

（２）送付先は次のとおり 

郵便番号 036-8101  

住 所 青森県弘前市大字豊田二丁目２－４ 

宛 名 津軽森林管理署長 入札書在中（朱書きで記載） 

（３）郵便入札の場合は、不落札の場合に直ちに行われる再度入札に参加で

きません。 

 

６．契約の締結期限   令和４年９月 29 日（木曜日）までとします。 

 

７．代金の納入期限  

（１）契約締結の日から起算して、20日以内とします。 

（２）分収林契約者への分収代金の納入に当たっては、津軽森林管理署の指

示した代金を、国及び分収林契約者の振込金融機関の口座に納入し、納

入後は、速やかに津軽森林管理署経営担当へ連絡してください。  

また、金融機関の振込手数料（分収育林物件については契約口数分の

振込手数料がかかります。）を買い受け者で別途負担するものとします。 



なお、分収育林契約者が行方不明等により供託を必要とする場合や、

分収金の受領を拒絶した場合は国の指定する登記所に供託してくださ

い。 

 

８．代金の延納 

（１）延納期間は、法令の定める範囲内とします。 

（２）売払代金の延納は、国の分収金に相当する金額についてのみ認めます

（物件が国有林で、１件当たりの売払代金が 150 万円以上の場合に延納

を認めます。延納期限は当該物件の売払数量が１千㎥以下の場合は６ヶ

月以内、１千㎥以上の場合は 10 ヶ月以内とします。）。 

分収林契約者の分収金に相当する金額については現納とします。ただ

し、分収造林物件については、分収権者が承諾した場合に限り、延納を

認めるものとします。 

（３）延納利息は、法令の定めにより年利 0.59％とします。 

（４）延納担保の提供期間は、契約締結の日から起算して 20 日以内としま

す。 

 

９．特約条項及び特記事項 

（１）全物件に該当するものは別紙特記事項（共通）のとおりです。 

（２）個別物件に該当するものは別紙公売物件明細書（立木）のとおりです。 

（３）本入札の物件には、分収造林契約の候補地が含まれます。落札者が分

収造林契約を希望する場合、契約相手方の要件（分収造林地の造林、保

育及び保護義務の履行が確実であること等）を満たせば、分収造林契約

を締結することが可能です。詳細については、津軽森林管理署管理担当

にお問い合わせ下さい。 

なお、分収造林契約の締結は、本入札の参加条件ではありません。 

（４）林業における労働災害防止の観点から、立木販売契約情報（売買契

約者名・事業着手前に提供された入林届）を労働基準監督署へ情報提

供します。 

なお、提供した情報に基づき、労働基準監督署による現場点検や安

全指導が行われる場合があります。 

（５）森林作業道作設にあたっては、別添の森林作業道特記仕様書（立木

販売）に基づき作設願います。 

 

10．入札条件等 

この入札に参加する者は、「国有林野事業における林産物の売買に係る

契約書及び契約約款」並びに入札条件等を熟覧のうえ入札願います。 

詳細は、東北森林管理局又は津軽森林管理署のホームページに掲載さ

れています。 

不明な点がありましたら、以下の問い合わせ先まで連絡願います。 

 

問い合わせ先 

〒 036-8101 青森県弘前市大字豊田二丁目２－４ 

津軽森林管理署業務グループ経営担当 

TEL:050–3160-5870 

FAX:0172-27-0733 

 

令和４年８月 26 日 

分任契約担当官 

津軽森林管理署長  佐藤 智一 



 

入 札 条 件 

 

１ 競争入札の資格 

森林管理局長から、競争参加資格確認通知書の交付を受けた者でなけ

れば入札に参加できません。 

 

２ 資格認定 

(1) 入札参加者は、競争参加資格確認通知書あるいは、最寄りの森林管

理署長等発行の入札参加資格証明書を持参のうえ、受付に提示し確認

を受けて下さい。 

(2) 入札者が、代理人によるときは委任状を提出し、代理人本人である

ことを証明する資料（運転免許証など）を提示しなければなりません。 

また、入札執行場所に入場できる者は、１社につき入札者及び随行

者の２名以内とします。 

 

３ 暴力団排除に関する誓約事項 

(1) 入札参加者は、別紙１暴力団排除に関する誓約事項について、入札

書の提出をもってこれに同意したものとします。 

(2) 前述の暴力団排除に関する誓約事項について、虚偽又はこれに反す

る行為が認められた者の入札については無効とします。 

 

４ 売払物件の熟覧等 

別紙の売り払い物件明細書のとおりであり、契約書案を参照し、現物

熟覧のうえ、国有林野産物売払規程を遵守して入札してください。 

なお、概算売払の場合は、これから生産する見込みの物件ですから、現

物は熟覧できませんので、物件内訳書によって入札してくだい。 

 

５ 入札の方法 

(1) 入札は売払番号毎に総額入札で行います。 

(2) 入札書には、売払番号、入札金額、森林管理署等名、入札者名、入

札年月日を記載し、入札締切時刻前に入札箱に入れてください。 

(3) いったん入札箱に入れた入札書は引換え、変更又は取消しをするこ

とができません。 

(4) 開札前に入札者から錯誤等を理由として、自らの入札書を無効にし

たい旨の申し出があっても受理しません。 

 

６ 落札の決定 

(1) 開札は、指定した場所及び日時に入札者の面前で行い、予定価格以

上の最高入札者を落札者とします。ただし、同金額の最高入札者が２

名以上のときは、直ちに「くじ」で落札者を決めます。 

(2) 開札結果、予定価格以上で最高の価格をもって有効な入札を行った

者を落札者とする。落札宣言後は、錯誤等を理由に入札無効の申し出

があっても受理しません。 

また、どのような理由によっても落札を無効にすることはできませ

ん。 

 



７ 入札保証金 

免除します。ただし、落札者が契約を結ばないときは、入札金額（入札

書に記載された金額の 100 分の 110 に相当する金額）の 100 分の５に相

当する金額を違約金として徴します。 

また、違約金を森林管理署長等が指定する日まで納入しないときは、

違約金を納入するまでの間、競争参加資格を停止し、あるいは将来この

資格を付与しないことがあります。 

 

８ 契約保証金 

免除します。ただし、買受人が契約を履行せずに契約を解除した場合

は、契約代金の100分の 10に相当する金額を違約金として徴収します。 

なお、上記違約金を納入しないときは、競争参加資格の取消、又は入札

参加資格決定通知書を交付しないことがあります。 

 

９ 無効な入札 

(1) 競争参加不適格者が入札したもの。 

(2) 入札参加資格のない者、又は入札参加資格者として確認できない者

の入札したもの。 

(3) 汚染、損傷、又は記入もれ等により売払番号、入札金額、入札者名

を確認できないもの｡ 

(4) 自筆署名（本人が署名したものは押印がなくてもよい）、又は記名

（本人が自筆署名せず他人が書いたものや、ゴム印等で氏名を表示し

たもの）押印いずれも無いもの。 

(5) 単価で入札したもの。 

(6) 代理人が入札する場合で、委任状の提出が無いもの及び入札書に代

理人の自筆署名又は記名押印のいずれか無いもの。 

(7) 入札金額を訂正した入札。 

(8) 郵便入札の場合にあっては、入札書が定められた日時までに、指定

された場所に到達しなかったとき。 

(9) 入札保証金（その納付に代えて提供される担保を含む。以下同じ。）

が定められた日時までに納付が無いか、又は納付金額に不足があると

き。ただし、入札保証金の納付を免除した場合を除く。 

(10） 同一事項の入札について、同一人が２通以上なした入札又は入札

者若しくはその代理人が他の入札者の代理をした入札。 

(11) その他入札条件に違反した入札書。（入札公告等に記載された条

件。） 

 

10 契約の成立 

契約は、契約書を作成し、契約担当官が契約の相手方とともに記名押

印したときに成立します。 

 

11 契約書案 

契約書案は、当森林管理署に備えておりますから閲覧ください。 

 

12 入札書用紙 

入札書の用紙は、必要に応じて最寄りの森林管理署又は当日入札場の

受付から受け取ってください。 

 

13 入札額は、当該物件の消費税を除いた金額を記載してください。 

 



14 入札に際し、消費税を加算して入札した場合は、たとえ入札書にこの

ことを明記していたとしても、また、このことに気付き開札以前に訂正、

又は取消の申し出があっても、当該入札書は前項によって入札したもの

とみなし、訂正・取消等は認めません。 

 

15 落札及び契約の金額は、入札書に記載された金額に当該金額の消費税

10％を加算した金額となります。 

この場合、消費税の積算における円未満の端数処理は、切り捨てとし

ます。 

 

16 入札にあたり、入札保証金を必要とする場合は、入札予定金額（消費

税を除く金額）に該当金額の消費税額 10％を加算した金額の５％以上の

保証金、又は当該保証金以上の担保の提供を要します。 

 

17 契約締結以降当該契約において、特に契約書等において金額が明記さ

れているものを除き、当該契約に係る違約金、延滞金等、率で表される

ものについては、全て消費税が加算された契約額が対象となります。 

 

18 森林病虫獣害被害対策等については、国及び地方自治体の指示に従っ

てください。 



別紙１

暴力団排除に関する誓約事項

当社（個人である場合は私、団体である場合は当団体）は、下記１及び２のいずれにも該

当せず、また、将来においても該当しないことを誓約します。

この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとな

っても、異議は一切申し立てません。

また、貴署の求めに応じ、当方の役員名簿（有価証券報告書に記載のもの。ただし、有価

証券報告書を作成していない場合は、役職名、氏名及び生年月日の一覧表）を警察に提供す

ることについて同意します。

記

１ 契約の相手方として不適当な者

（１） 法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人

である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の

代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者を

いう。以下同じ。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴

力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき

（２） 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害

を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

（３） 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき

（４） 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなど

しているとき

（５） 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

２ 契約の相手方として不適当な行為をする者

（１） 暴力的な要求行為を行う者

（２） 法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

（３） 取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

（４） 偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為を行う者

（５） その他前各号に準ずる行為を行う者

上記事項について、入札書の提出をもって誓約します。



「林産物売買契約約款」及び買受「公売物件明細書の特約条項及び特記事項」のほか、下記事項を遵守すること。

1 ．売払い物件に起因して、第三者等に損害を与えた場合、乙はその損害の賠償を負うこと。

2 ．沢縁を集材又は沢を横断する際は、河川を汚濁して下流の民生に被害を与えないよう防止措置をすること。

3 ．林道上での伐木造材及びトラクタによる集材は行わないものとすること。

4 ．

5 ．土場、沢縁並びに林道沿線には、立木の残材及び末木枝条等を散乱放置することなく、搬出期間内に跡地を整理するものとすること。

6 ．作設する搬出路及び土場で生じた切り取り土石等が、崩落及び流出しないよう措置をすること。

7 ．搬出にあたっては、残存木を損傷しないように必要な対策をすること。

8 ．トラック運材にあたっては、積載量を厳守すること。

9 ．

10 ．官民他界に接している箇所については、境界標を損傷しないよう対策をすること。

11 ．

12 ．

13 ．買受人は、民有地を搬出路及び土場として使用する場合は、事前に土地所有者に使用承諾を得たうえで、作業に着手すること。

14 ．買受物件が皆伐の場合は、全て伐採すること。なお、これによらない場合は森林官等の指示に基づき対処すること。

15 ．

16 ．豚コレラ発生に伴う野生イノシシに関する対応として、死亡した野生イノシシを発見した際には不用意な接触や移動をしないこと。また、

発見の際には津軽森林管理署及び青森県自然保護課に連絡すること。（津軽森林管理署 TEL:0172-27-2800・青森県自然保護課 TEL：017-

734-9257）

イノシシ等の野生動物が出現するおそれがある場所においては、ごみの放置やごみ箱等における野生動物との接触をしないようにすること。

林道等を損壊するおそれがある場合については、鉄板等を使用し通行すること。また、破損等があった場合は現状復帰を行うこと。

特 記 事 項　（共 通）

雨または融雪時等の運材にあたっては、林道破損防止及び車両運行安全確保のため、森林管理署長及び森林管理署職員の指示に従うものと

すること。

埋蔵文化財を発見した場合は、その原状を変更することなく、速やかにその旨を森林管理署長へ連絡し、森林管理署長の指示に従うものと

すること。

調査区域は、外縁立木を赤スプレーで表示しており、調査区域外の立木は売払い対象外となるので、伐採・搬出に際し損傷しないようにす

ること。

松くい虫被害及びナラ枯れ被害に関する対応については、「青森県マツ類及びナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」のほか、事業

実施時における松くい虫又はナラ枯れの被害状況を踏まえた国・地方自治体の指示に従うものとする。



東北森林管理局

森林作業道作設特記仕様書（立木販売）

本特記仕様書は、「森林作業道作設指針」（平成22年11月17日付け22林整整第656号林

野庁長官通知）に基づき、東北森林管理局管内の地形・地質、土質や気象条件及び路網

作設実績等を踏まえ定めたものである。

また、本事業で作設する路網は、間伐等による木材の集材・搬出、主伐後の再造林等

の森林整備に継続的に用いられる森林作業道とし、作設に当たっては本特記仕様書によ

る。

なお、本特記仕様書に定めのないものについては、森林作業道作設指針によることを

基本とする。

１ 路網計画

① 実際の森林作業道作設計画に当たっては、作設指針等に基づき現地踏査を行い、

現地に簡易な木杭等で計画線形を標示するとともに、この計画線形を路線計画図（1

/5000）にかん入し、森林官等に提出する。

② 計画線形確定に当たっては、作業効率を十分に考慮し、土質の安定している安全

な箇所を通過するよう計画する。

特に、主伐時に森林作業道を作設する場合は、造林・保育等の森林施業による次

世代の森林づくりのため、継続的に利用できるように考慮しなければならない。

③ 作業開始前に線形、構造物の設置及び支障木の範囲について、森林官等の確認を

受ける。

２ 森林作業道作設の基本的工法

① 路体は繰り返しの使用に耐えるよう、締固めを十分に行った堅固な土構造による

路体とすることを基本とする。

なお、構造物は地形・地質等の条件から必要な場合には、現地条件に応じた規格

・構造の施設を設置する。

② 地形に沿った屈曲線形による切土量の抑制、切土盛土の均衡、雨水処理に有効な

波形勾配による分散排水を基本に作設する。

③ のり面保護や洗越し、排水溝等の作設には、作業地から発生する伐根、丸太、枝

条、転石の活用に努める。

④ 支障木の伐開幅は、開設区間の箇所ごとに斜面の方向、風衝等を考慮し、必要最

小限となるよう計画する。

３ 森林作業道の施工規格

(1) 幅員、最小曲線半径及び縦断勾配

① 幅員は３ｍまでとする。ただし、林業機械等を用いた作業の安全性・作業性の



確保の観点から、当該作業を行う区間に限って、0.5ｍ程度以内の余裕幅を付加

することができる。

② 最小曲線半径は6.0ｍ程度とし、使用する林業機械の規格、積載する木材の長

さを勘案して決定する。

③ 縦断勾配は概ね18％（10°）程度以下とし、土地の制約等から必要な場合は、

短区間に限り25％（14°）程度とする。なお、勾配は雨水の分散排水を考慮した

波形勾配とする。

(2) 切土

① 切土工では、盛土との均衡を念頭に切土量を極力少なくするよう努め、切土の

り面は直切りを基本とする。また、切土のり面の高さは1.5ｍ程度以内を基本と

する。

② なお、地質や土質等の条件に応じて、切土高が高くなる場合ののり面勾配は、

よく締まった崩れにくい土砂の場合は６分（59°）、風化の進度又は節理の発達

の遅い岩石の場合は３分（73°､岩石）とし、地質や土質等の条件に応じて切土

のり面勾配を調整する。

(3) 盛土

① 盛土については、強固な路体を作設するため、盛土は複数層に区分し、各層ご

とに30㎝程度の厚さとなるようバケット背面及び覆帯で十分締固めながら積み上

げる。

なお、盛土のり面が高くなる場合や緊結度の低い土砂の場合は、丸太組工等に

より補強すること。

② のり面勾配は、１割（45°）程度を基本とする。

③ 作設過程で発生する伐根やはぎ取り表土は、のり面保護工に活用し、転石は路

体に埋設して路体強化に活用する。

なお､伐根を丸ごと路体に埋設することは、締固めが難しくなるため避ける。

また、土質、根株の大きさ、集材方法、山腹傾斜から、のり面保護工への活用

に向かない場合は、安定した状態にして自然還元利用等を図ること。

④ 盛土量の調整は山側から谷側への横方向だけでなく掘削箇所前後の縦方向も加

えて行う。

(4) 切土量と盛土量の均衡に留意し、捨て土を発生させないよう努める。

４ 施工管理

事業終了時には、洗堀を防ぐための水切り等を登坂部分等に講ずるものとする。

５ 望ましい路網整備の考え方

地形・傾斜、作業システムに対応する別紙「地形傾斜・作業システムに対応する路

網整備水準の目安」を踏まえ、効率化を最大限に発揮するために必要な路網を整備す

る。



別 紙

地 形 傾 斜 ・ 作 業 シ ス テ ム に 対 応 す る 路 網 整 備 水 準 の 目 安

（ 単 位 ： ｍ /h a）

※ 路 網 ・ 作 業 シ ス テ ム 検 討 委 員 会 資 料 よ り

区分
作業
システム

基幹路網 細部路網
路網密度

林道 林業専用道 小計 森林作業道

緩傾斜地
(0～15°)

車両系 15～20 20～30 35～50 65～200 100～250

中傾斜地
(15～30°)

車両系

15～20 10～20 25～40

50～160 75～200

架線系 0～35 25～75

急傾斜地
(30～35°)

車両系

15～20 0～ 5 15～25

45～125 60～150

架線系 0～25 15～50

急峻地
(35°～)

架線系 5～15 － 5～15 － 5～15



（ 参 考 ）

保 残 木 標 準 断 面 図

切 土 の り 面 及 び 盛 土 側 も 、 立 木 を 出 来 る 限 り 残 す よ う
必 要 最 小 限 の 伐 開 幅 と す る

○ 幅 員 は ３ ｍ ま で と す る 。 た だ し 、 林 業 機 械 等 を 用 い た 作 業 の 安 全 性 、 作 業 性 の 確 保 の 観 点 か

ら 、 当 該 作 業 を 行 う 区 間 に 限 っ て 、 0. 5ｍ 程 度 の 余 裕 幅 を 付 加 す る こ と が で き る 。

必要最小限の伐開幅

幅員３ｍ













津軽森林管理署

入札番号 物件所在地 契約関係  伐採方法  面 積(ha) 林 齢 樹  種  本 数(本) スギ カラマツ その他Ｎ Ｌ 合計 延納 搬出期間

（一般材） （一般材）

園村国有林 民収分のみ

1 401へ3林小班 分収造林 皆伐 9.40 51 スギ外 7,460 4,515.17 6.32 100.23 4,621.72 認めません 36ヶ月

西碇ヶ関山国有林 民収分のみ

２ 725ほ1林小班 分収造林 皆伐 9.17 60 スギ外 23,256 2,212.05 60.57 555.22 2,827.84 認めません 36ヶ月

西碇ヶ関山国有林 民収分のみ

３ 725ほ2林小班 分収造林 皆伐 1.25 57 スギ外 3,933 449.10 8.76 93.41 551.27 認めません 36ヶ月

大小川沢国有林 民収分のみ

４ 1017た林小班外２ 分収造林 皆伐 3.78 84 スギ外 1,941 1,768.62 1.47 246.51 2,016.60 認めません 36ヶ月

築棒沢山国有林 民収分のみ

５ 2028る9林小班 分収造林 皆伐 6.96 67 スギ外 9,357 4,008.59 817.52 111.91 4,938.02 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

６ 3056け林小班外２ 分収造林 皆伐 12.42 63 スギ外 11,491 6,904.42 3.13 166.71 770.77 7,845.03 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

７ 3061け林小班 分収造林 皆伐 17.04 62 スギ外 14,423 5,254.63 49.54 1,706.79 1,045.55 8,056.51 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

８ 3061ふ林小班 分収造林 皆伐 9.62 62 スギ外 15,654 3,565.49 405.40 599.42 4,570.31 認めません 36ヶ月

大間越山国有林 民収分のみ

９ 3094む林小班 分収造林 皆伐 11.26 64 スギ外 13,707 5,296.14 256.75 959.51 6,512.40 認めません 36ヶ月

大間越山国有林 民収分のみ

１０ 3094う1林小班 分収造林 皆伐 7.17 65 スギ外 13,499 2,639.97 210.17 1,072.12 3,922.26 認めません 36ヶ月

葛川沢国有林 民収分のみ

１１ 1048と林小班 分収造林 皆伐 2.74 83 スギ外 2,671 2,811.28 2.67 28.91 2,842.86 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

１２ 3056え1林小班 分収造林 皆伐 7.06 62 スギ外 8,285 3,840.30 14.67 936.98 211.99 5,003.94 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

１３ 3056え4林小班 分収造林 皆伐 7.04 65 スギ外 5,526 3,792.98 2.06 83.83 281.78 4,160.65 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

１４ 3056え5林小班 分収造林 皆伐 7.25 62 スギ外 8,869 2,138.73 14.77 1,111.74 408.47 3,673.71 認めません 36ヶ月

深浦山国有林 民収分のみ

１５ 3056こ林小班 分収造林 皆伐 4.63 62 スギ外 4,621 4,020.34 21.60 116.55 109.40 4,267.89 認めません 36ヶ月

合計 116.79 144,693 53,217.81 105.77 5,892.23 6,595.20 65,811.01

公　売  物  件  一  覧  表　（　立　木　）

 幹材積(m3)



現　地　案　内

◎ 現地案内は、以下の日程で行いますのでご参集ください。

参加を希望される方は、別紙の現地案内要望書に必要事項を記入し、FAX等で津軽森林管理署へ提出してください。

（令和４年９月２日（金曜日）午後４時必着）。

なお、当日は各自、災害防止のため保安帽を着用して下さい。

物件番号 林　小　班 案　内　日 集　合　時　間 集　合　場　所 連絡先 案　内　者 備　考

１ ４０１へ３ ９月７日（水） 9時00分 相馬森林事務所
砂子瀬森林事務所
℡０１７２－８５－２００２

森林官
（相馬）

分収造林

2 ７２５ほ１ 分収造林

３ ７２５ほ２ 分収造林

４ １０１７た外２ ９月８日（木） 9時00分 黒石森林事務所
黒石森林事務所

℡０１７２－５２－３１１１
首席森林官
（黒石・葛川）

分収造林

５ ２０２８る９ ９月１３日（火） 9時00分 鰺ヶ沢森林事務所
鰺ヶ沢森林事務所

℡０１７３ー７２－２５１１
地域統括森林官
（鰺ヶ沢）

分収造林

６ ３０５６け外２ 分収造林

７ ３０６１け 分収造林

８ ３０６１ふ 分収造林

９ ３０９４む 分収造林

１０ ３０９４う１ 分収造林

１１ １０４８と ９月８日（木） 9時00分 黒石森林事務所
黒石森林事務所

℡０１７２－５２－３１１１
首席森林官
（黒石・葛川）

分収造林

１２ ３０５６え１ 分収造林

１３ ３０５６え４ 分収造林

１４ ３０５６え５ 分収造林

１５ ３０５６こ 分収造林

※ 当日の天候や現地の路面状況によっては、現地案内を取り止めることがあります。

９月９日（金） 9時00分 碇ヶ関森林事務所
碇ヶ関森林事務所

℡０１７２－４５－２２５４
首席森林官
（碇ヶ関・久吉）

９月１５日（木） 深浦森林事務所
深浦森林事務所

℡０１７３－７４－２０１１
首席森林官
（深浦・南深浦）

9時30分

９月１４日（水） 10時00分 岩崎森林事務所
岩崎森林事務所

℡０１７３－７７－３４３０
首席森林官
（岩崎・大間越）

９月１５日（木） 9時30分 深浦森林事務所
深浦森林事務所

℡０１７３－７４－２０１１
首席森林官
（深浦・南深浦）



別紙 
 

ＦＡＸ 0172-27-0733 
津軽森林管理署（経営担当）あて 
 
 

現 地 案 内 要 望 書 
 
 

  下記のとおり現地案内を要望します。 

 
 
 

記 
 

 
物件番号 

現地案内をご要望される
物件番号 

 

 
 

令和  年  月  日 
 
御住所 
 
御会社名 
 
御連絡先 
 
御担当者名 




